
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：曽野木排水区

枝線４６８～幹線４８３下水道工事
�２ 発 注 者：新潟市東部地域下水道事務所
�３ 工事場所：新潟市江南区祖父興野地内
�４ 工 期：平成２５年８月５日～

平成２６年７月３１日
�５ 工事内容：φ２００mm管推進工 L＝４８７．０m

補助地盤改良工 N＝２４箇所
立坑築造工 N＝１２箇所
マンホール工 N＝１４箇所
仮復旧工 １式
本復旧工 １式
付帯工 １式

本工事は、平成１７年の広域合併で市域の拡大に
伴い、急速に進んだ都市化と豪雨による度重なる
浸水被害に対応するため、本格的な下水道（雨水）
事業に着手しましたが、度重なる集中豪雨により
甚大な浸水被害を受けたため、市内全域を８つの
処理区に大別し、下水道整備を進めている新潟市
東区で施工した工事での推進精度確保に関して実
施した施工方法と結果について報告いたします。

２．現場における問題点

当現場は、高水位地盤でありN値が低く、砂
質土・粘性土等様々な土質が１推進区間内で互層
になっているため、推進作業における精度の確保
が課題であった。
作業所目標として掲げた「管推進精度の向上」
（基準高±１５mm以内、中心線の偏移２５mm以
内）の目標達成のため、推進並びに地盤改良スタ
ッフを交え、施工方法の検討を行い、推進精度向
上に効果のある方法について検討した。

３．工夫・改善点と適用結果

検討の結果、互層となっている土質に対応し安
定した推進が出来る方法として、マシンの選定と
路線補足薬液注入を準備した推進の施工を行うこ
とで、互層により不安定となるマシンを安定させ、
推進精度の向上を確保した内容について報告しま
す。
今回の小口径推進工事においては、トラブルを
生じることなく基準精度内で完了するため、推進
区間の土質性状や近接する既設構造物の状況、地
下埋設物の有無等を事前調査した結果、今回の工
法は泥土圧方式のため、砂質土・粘性土・硬質
土・礫質土・高水位地盤まで施工が可能であり、
オーガヘッドの回転速度が無断変速で制御可能で、
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地盤にあわせて効率よく推進作業を行うことがで
きる先導体の機能・排土方式を備えた塩ビライ
ナー工法を選定した。
推進作業は順調に精度よく進んでいたが、発進
から２３m地点で、先導体の方向修正が効かないト
ラブルが発生した。土質調査を行った結果、トラ
ブル発生地点の土質は軟弱粘性土Ｎ値０付近と判
明、この地層で推進可能な条件は、推進時の方向
修正が可能で、推進管が沈下しないことが要求さ
れることから、対策として推進路線に薬液注入を
行い、地山の安定処理を図ることとした（図―１）。

図―１ 路線補足薬液注入状況

実施前に、発注者・道路管理者・地下埋設管理
者等への協議・了承を得て路線補足薬液注入を開
始した。
路線補足薬液注入は、道路及び近接地下埋設物
の隆起に注意が必要なことから、レベルで道路
高・埋設管に設置した沈下棒を確認しながら慎重
に注入を行った結果、道路・地下埋設物の隆起も
なく、地山の支持力を得ることができ、無事に再発
進し精度よく到達することができた（図―２、３）。

４．おわりに

今回のトラブルは、軟弱粘性土を物理的な力（先
導体）で乱すと支持力が極端に低下する現象によ
るものと考えられます。
トラブル以降は、余堀量を少なくし地山の乱れ
を少なくすることにより、残り１１スパンはトラブ
ルもなく路線補足薬液注入スパンとあわせ全１２ス

パン L＝４８７．０mを精度よく推進を完了すること
ができました。
また、今回は、予想できなかった構造物・流木・
木杭等の不慮のトラブルには遭遇しなかったが、
推進工法選択も含め改めて事前調査の重要性を認
識した工事でした。
下水道事業は、地元住民の関心も深く、一日も
早く整備され下水道が使用できることを望んでい
ます。
今後は更に、狭隘な場所、交通への支障が大き
い路線並びにガス・水道・ＮＴＴ等ライフライン
施設の輻輳している中での工事が増えると予想さ
れることから、しっかりした事前調査により、推
進時のトラブルを未然に防ぐことで、工事を早期
に完了させ地元住民の皆様に喜んで頂きたいと考
えております。

図―２ 路線補足薬液注入前
（上９mm、右２５．６mm）

図―３ 路線補足薬液注入後
（上０．７mm、右０．９mm）
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